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（６） 福祉関連施設 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図表　福祉関連施設の規模の推移

短期
H31年度末時点

中期
H37年度末時点

長期
H65年度末時点

施設数 9 8 8 2

福祉センター 1 1 1 0

老人福祉
センター等

5 5 5 0(5)

その他 3 2 2 2

施設面積 13,387㎡ 12,483㎡ 12,483㎡ 4,409㎡

現状

※施設数の（ ）で示すものは、地域拠点校に集約する老人福祉機能の数。

図表　福祉関連施設のコスト (百万円)

短期
H26～H31

(6年間)

中期
H26～H37
(12年間)

長期
H26～H65
(40年間)

従来型コスト A=a+b 3,255.8 6,984.7 25,699.1

建設 a 186.8 801.7 4,983.9

管理運営 b 3,069.0 6,183.1 20,715.2

再編後のコスト B=c+d+e 3,118.2 6,467.0 19,566.2

建設 c 143.1 565.1 2,837.4

管理運営 d 2,975.2 5,901.8 18,475.7

借地料 e 0.0 0.0 ▲ 1,746.9

コスト削減効果 C=A-B 137 .6 517 .8 6 ,132 .9

削減率 C/A 4.2％ 7 .4％ 23.9％

※借地料収入は建設及び管理運営に係るコストに対してマイナスとなるため、数値に▲をつけて表記している。

再
編
内
容 

再
編
方
針 

◆老人福祉センターの機能を見直し、多世代が交流できる機能として統合することで、サ

ービスの向上を図る。 

◆公共施設内で運営されている民間事業についても、段階的に民間施設等への移転を検討

する。 

短期（H26～H31 対応分） 

・地域拠点校選定の検討に合わせ、多世代が交流できる機能の具体的なあり方を検討する。

 

中期（H32～H37 対応分） 

・福祉センターの老朽化の状況を踏まえ、大規模改修を実施する。 

 

長期（H38～H65 対応分） 

・施設の老朽化の状況に応じて、順次老人福祉センターを廃止し、多世代が交流できる機

能として地域拠点校に統合する。 

・福祉センター内の機能を見直し、福祉関連機能以外との複合化を検討する。 

・あおぞら園の機能を他施設へ統合することを検討する。 

（建替え等による複合化整備までの間、既存施設は存続する。） 

 

再
編
に
よ
る
コ
ス
ト
の
削
減
効
果
等 
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図表 福祉関連施設の配置等 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

福祉センター 
老人福祉センター等 

障害者支援施設等 

在宅福祉サービスセンター

小学校 
中学校 
地域拠点校の選定範囲 
（各行政地域に１校） 

玉縄すこやかセンター 

今泉さわやかセンター

台在宅福祉 
サービスセンター

教養センター 

あおぞら園 

障害児活動支援センター

老人いこいの家 

「こゆるぎ荘」（廃止） 

腰越老人福祉センター 
（新設） 

福祉センター

名越やすらぎセンター

二階堂在宅福祉サービスセンター 

御成在宅福祉サービスセンター 

鎌倉はまなみ 

地域拠点校へ複合化

地域拠点校へ複合化 

地域拠点校へ複合化 

地域拠点校へ複合化

他施設への機能統合 

他施設への機能統合

※老人いこいの家「こゆるぎ荘」は施設を廃止（平成 26 年 10 月） 

※腰越老人福祉センターを新設予定（平成 28 年度） 

 

 

 

 

 

 
施設概要 

施 設 名 市川七中行徳ふれあい館 

建 設 地 千葉県市川市末広一丁目 

建 物 用 途 中学校(校舎 A 棟)・給食室、公

会堂、ケアハウス、デイサービ

スセンター、保育所 

延 床 面 積 14,902 ㎡（新築部分） 

構造・規模 鉄筋コンクリート造・一部鉄骨

鉄筋コンクリート造 

地下 1階・地上 5階 

供 用 開 始 平成 16 年 9月 

事 業 手 法 PFI 事業（平成 15 年 3 月 25 日

～平成 32 年 3月 31 日） 

①市川市立第七中学校校舎・給

食室・公会堂整備等並びに保育

所整備 PFI 事業 

②市川市ケアハウス整備等 PFI

事業 

 
出典：市川市ホームページ 

■参考事例：中学校と福祉施設等との複合化 

老朽化した中学校校舎と給食室の建替えに際し、公会堂、保育園、デイサービスセンター、ケアハ

ウスといった地域ニーズの高い施設を併設した複合施設を民間事業者からの提案により整備された

事例です。 

多世代が利用するため、施設利用者の動線が明確になっており、デザインや設計上の工夫で「ふれ

あい・交流」という施設のコンセプトが実現されています。 

行徳文化ホール(I&I)

側の外観 

市川市立第七中学校校舎、

ケアハウス側の外観 

施設の配置 


